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 さて、前回の報告では、漱石の漢文紀行「木屑録」作品から緒を発し、房総鋸山に「漱

石、子規の文学碑」の設置、そして、当イベントに参加し、当日、特別講演された主催者

の関 宏夫さんや武蔵大学の欒 殿武先生等との懇談がなされました。確かそこまででし

た。 

 

本日は、懇談会でのエピソードからになります。 

先の懇談会での中で、漱石の記した房総紀行文「木屑録」に、東京霊岸島から汽船に乗

って仲間 5 人と保田に上陸し、数日保田の海水浴を楽しむ傍ら、鋸山、日本寺の探索、そ

して小湊の鯛の浦、誕生寺を訪れ、いま丁度、朝日新聞に「こころ、八十二」がその場面

ですが、その後、房総半島を北上し銚子に至り、そこから利根川を船で銚子～三ツ堀間を

遡行し、野田を経由して東京に帰った、との記述があります。 

「木屑録」には、前段の風景描写に比較して少し端折った感じがあり、利根川遡行の描

写がほとんどない、という議論でした。 

これは、先の各所の表現に比べ、子規宛てに漢文、漢詩 5 首が記述されただけで、ほと

んど持ち前の風景描写の漢詩は省かれてしまいました。それは、夜間の船による利根川遡

行であったため、暗い夜間の描写は、画に不適、やむを得なかったこととされております

が、南画風の写生文を志向する漱石らしからぬ仕儀、記述、表現のように思えるというも

のでした。 

＊漱石の旅の時期：明治 22 年（1889 年）8 月 7 日から 8 月 30 日まで 

 

調査開始 

小説の記述をそのまま鵜呑みにし、事実を明かす、無粋な作業かもしれないが、「蒸気船

と漱石」の関係をある程度の事実として検証してみようと思い立ったのです。 

そこで、往時の利根川の通運の実態を調べることにより、どんな船に乗り、そして日中

の景観素晴らしい銚子からの利根川遡行を写生的に想定し、「漱石風の風景画」を描く想像

をしてみよう、と思いに至りました。 

 



 

 

漱石「木屑録」雑感 

漱石「こころ」100 年。ということで朝日新聞にこの作品が再掲載され、毎日の楽しみになっておりま

す。 先だって、この(八十二)の掲載がなされ、先生と K とが連れ添って房総の保田から、半島を回り、

小湊の誕生寺を訪ねる情景が描かれ、その後、銚子をめぐって東京に帰った。という記述です。若い

友人同士、ふたりの人生の葛藤をモチーフに房総路を散策するわけですが、これらの描写は、彼の作

品の「草枕」や「門」の作品にも出てまいります。 実は、この房総紀行の描写は、漱石が大学予備門

(第一高等中学校)の学生の頃、仲間 5 人で房総散策にでかけたことを、漢文の紀行文「木屑録」にまと

めておりました。 

 東京の霊岸島から船で房総の保田に上陸。数日、保田に滞在し海水浴を楽しむかたわら、鋸山の日

本寺を訪ね、その後、小湊の誕生寺、鯛ノ浦、そして銚子から船で利根川を遡行し、東京へ戻りまし

た。 



なぜ漱石は、このような旅行を記したのか、関宏夫さんの「漱石の夏休み」によると、友人であった正岡

子規の向島で書かれた「七草集」への感想、返答として漱石は漢文による房総紀行「木屑録」を記して

子規に送っております。子規は、この木屑録の余白に眉批(びひ)を付して感想としました。 

漱石「木屑録」明治 22 年 8 月 

総じてみれば、木屑録は三十三段まで保田周辺、鋸山、誕生寺の風景を中心に描かれたが、天津

小湊から利根川上りを経て東京までの記録は、三十四段の漢詩五首だけで済まされてしまっている。

よって、全体的に竜頭蛇尾の感がある事は否めない。それまでの文章からは、風景と言う自然の美を

発見し、その体験を漢文、漢詩で記し、人に伝えようとする感動が読み取れる。 

また、文章の間に差し込まれた漢詩は、風景を中心とし、読者に明るい印象を与える。 

さらに、対句などの規則も簡単で風景の描写や個人感情の表出に便利な古詩を二首も取り入れら

れ、漱石が感動した房総特有の風景が生き生きと描かれている。 

しかし、文末の三十四段の漢詩には、月並の風景しか描かれていない。もちろん漢詩そのもの自体

には「秋林」「荒駅」「江村」「墨江」などの詩語もあるし、秋の季節の特徴も現れているから、風景がちゃ

んと表現されている。 

しかし、それらの風景がどこにでもある風景で、しかも、「秋千里」や「涙万行」のような漢詩特有の常

套の誇張的な表現も使われている。それらの風景は漱石特有の「愁い」をあらわす雰囲気づくり、もしく

は舞台装置のようなものであり、東金から銚子、そして利根川を上り、三ツ堀に至るまでの景色は、前

半のような写生的なものとは明らかに異なっている。 

つまり、中国の古の詩人たちのように、風景の集団的表象を外在化させることによる自己表現に戻

ってしまった。その理由は 2 つ考えられる。 

1 つ、これらの漢詩における時間の推移はちょうど夏から秋の時間の縁に当たる。秋の季節や風景は

東洋ではとりわけ詩人の寂しい気持ちを誘いやすい。季節の変化は漱石の脳裏に染み付いた東洋的

文学感情を呼び覚ましたのである。 

2 つ、二十四日間にわたる長旅が終盤にさしかかり、郷愁の念に駆られ、一行 5 人が帰路を急ぎ、風景

を楽しむ余裕はなくなったかもしれない。よって、時間的に後半の帰路は執筆に近いにも関わらず、風

景がほとんど記されていない。風景が急速に色あせて、かつ風景を見る視線もぼやけて、見つめる対

象も抽象的になっている。それに伴い、詩も個性を失い、パターン化してしまったのではないか。。 

まとめてみると「木屑録」紀行文は、 

・漱石にとって貴重な異境体験であった。日常を相対化し、日常性の差異化、逸脱を経験



し、新しい視点で風景を発見することができた。 

・従来の漢詩のかたを破り、写実的風景描写から脱却し、写生的な試みの第一歩を歩みだ

した。文章家の原体験を求め、心象風景だった南画を自然の中に見つけ、写生することに

より、対象への細かい観察力を身に着けた。 

・房総の風土が漱石に大きな感銘を与え、「木屑録」の成立につながったのみならず、旅の

体験が漱石作品に様々な形で生かされた。房総紀行は漱石の自然観の形成および文学の形

成に少なからぬ意味を持ったに違いない。 

 

 いろいろ調べていくうちに、現在的な段階の調査から、 

明治２２年の夏頃の利根川水運状況は、木下の吉岡七郎等から共同委託された銚子汽船

会社が、「銚子丸・銚港丸」という外輪蒸気船を銚子～三ツ堀間に運航していたことが徐々

にわかってきました。決定的に彼らが蒸気船に乗船した記録には至らないが、漱石は、当

時、近代技術の最先端の象徴であった蒸気船に乗ったとは一言も書いていませんが、往時

の利根川通運状況から判断しても多分、蒸気船に乗船していたことは、粗方違いないので

はないだろうか、というものです。 

当時の運航時刻表、運行記録、乗船名簿、ないし銚子汽船会社の経営記録等（銚子高田

河岸、宮城家文書（千葉県文書館、所蔵）が判明できれば、実証は可能と思われる。、 

 

実際、この蒸気船をモチーフとした「画」や「文学作品」が描かれるようになったのは

明治後半から大正期で、明治 29 年の徳富蘆花、大和田建樹、田山花袋、島崎藤村、小林鍾

吉、、若山牧水、野口雨情等で、もっぱら蒸気船よりも「水郷の景観」を、いわゆる「美文

調」で表現、記述、語る、描くものが多く、「船頭小唄」など有名です。 

 

このような文学作品のモチーフになる以前に、まだ漱石は、大学予備門(改名：第一高等

中学校)の学生でしたし、仲間との房総紀行を得意の漢文で記述し、親友子規の「七草集」

への返答として、初めて子規からの評価を得ようと文章をしたためたわけで、いずれ文章

家になるはじめてのことでした。 

 

 

 このような思いで東京品川の物流博物館や、中川船番所資料館、木下のまちかど博物 

館、千葉の図書館・文書館を訪ね、お話を伺い、取材し、関連情報を収集、記録しました。 



 

 

 

木下河岸と蒸気船事業 

 今は、取材中に興味を持った木下河岸の吉岡七郎らの「蒸気船事業」に関心が移り、い

わゆる「現代の経営者」の観点から、当時の「結約書」や、「会計帳簿」（吉岡家文書）か

ら、今風の財務諸表（船建造後の開始ＢＳですが）を作成し、明治 12 年～16 年に至る史料

から彼の経営センスを探ってみようと思っております。 

史料として残された会計情報から財務諸表を作成、推測するに、あらたに蒸気船事業の

起業から、その経営手法まで、結構リアルに事象がよみがえり、読み取れます。 

当時は経営者＝出資者（株主）でしたので、資金調達の手法としての株の発行により、

株券（金融債権）として利息を補償する、史料では、年 20％もの利息を約しています。予

想配当を超えた分は、持ち株に応じて元金償還に充てられました。 

 

 

第二銚港丸建造に係る結約書(印西市に所在する資料のコピー) 

 

単位；円
船名 長さ 幅 深さ 総噸数 登簿噸数 馬力 船体の材料 製造年月日 製造地名 船価（1） 船価（2）

尺 「結約書」 （海軍省報告）
第一銚港丸 78.0 12.0 4.0 19.0 16.0 10.0 明治12/8/12 東京霊岸島 4,784.0865 6,500.0
第二銚港丸 72.0 12.0 3.2 16.0 13.0 16.0 　　木製 明治13/9/17 東京霊岸島 7,441.9425 7,300.0
第三銚港丸 81.0 12.0 4.0 18.0 15.0 20.0 明治14/7/19 東京霊岸島 7,088.3596 7,550.0



 

 

 
 

http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/GALLERY/show_image.html?id=56399139&no=0


 

 

 

http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/GALLERY/show_image.html?id=56399139&no=1
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/GALLERY/show_image.html?id=56399139&no=2


 

 

 

 

 

http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/GALLERY/show_image.html?id=56399139&no=3
http://blogs.yahoo.co.jp/yhjp711/GALLERY/show_image.html?id=56399139&no=4


当該資料は、明治十三年九月付けで作成された第二銚港丸の共同出資者、木下の吉岡七

郎、大森の宮嶋宗十郎、岩戸の篠田儀左衛門及び篠田儀右衛門の四者による取決め、「結約

書」である。 

結約書第一条は、第二銚港丸の概要、代金、全体株数及び一株当たりの代金が記載され

ている。株数は 49.06129 と端数になっているが、これは、第一銚港丸の当初予算が 4,500

円、これを 30 株としており、一株当たり 150 円となる。第二銚港丸代金総額を一株当たり

価格で除したものであろう。 

船名は、銚港丸の「銚港」は銚子港を意味する。初期銚港丸三船は、「吉岡丸」または「木

下丸」といった船主、居住地に関連する船名を付与しなかったのか?、 

船名については、 

1、 四者の共同出資 

2、 四者の居住地の相違 

3、 木下・銚子」間の航行、等により「銚港丸」と命名したのであろう。 

 第二条は、定繁地を木下、航路は当時の主要航路である木下銚子間としている。 

 第三条は、初期銚港丸三船は、これまで公式統計書である「明治十三年千葉県統計表」

等の「所持人」欄には「吉岡七郎」と記載されていたが、事実は、「蒸気船に精通し」、「事

務手続等の観点」から吉岡七郎の「単独名義とした」とある。 

 第四条は、第二銚港丸が第一銚港丸と異なり、四者の均等出資であること、また、第一

銚港丸と比べ、船価が 1.54 倍、一人当たりの出資額が大幅に上昇していることがわかる。 

 第五条は、結約書の有効期限を六年間とし、また、毎月五日に四者会合をもち、直ちに

利益配分をする。 

 第六条は、会計主任の役割を、 

 第七条は、出資者の解約に伴うペナルティ等をそれぞれ定めている。 

 第八条は、重要ポストである会計主任、経理担当の責任者は、吉岡七郎が名指しで指名

されている。 

 そして、明治十三年九月、四名連名により、押印されている。 

 

 なお、結約書前分に「先ニ、同盟者連合蒸気船ヲ製造シ、第壱号銚港丸ト称シ、明治十

二年六月約を結ヒ」とあり、第一銚港丸の「結約書」が同年六月に作成されていたことが

わかります。また、明治十四年に建造された第三銚港丸に係る結約書資料は、船価等数値

関係以外は同内容である。 

             （印西市に所在する資料より抜粋） 

 

解析、読み解き 

第一銚港丸建造から第二・第三銚港丸建造あたりまでは比較的順調に推移したものの、

結果としては、第三銚港丸建造からしばらく置いた 30 年代からの第四銚港丸建造、第五   



銚港丸建造へと「蒸気船事業」への投資を進めますが、その間、明治１７年頃には、そ

の経営を銚子汽船と共同し、明治 23 年の利根運河の開通、明治 28 年の東京～銚子の直通

運航へと発展させますが、周辺への鉄道網の進展に伴い、水運を主とした事業は、明治 35

年頃には、当該蒸気船は、内国通運会社や銚子汽船会社に売却されていきます。 

その後の蒸気船事業は大正期から昭和初期ごろまで続きますが、時代の変化の中で次第

に衰微していったようです。いまや昭和の初めごろ、「 通運丸という蒸気船が確か利根川、

江戸川を走っていた 」と語る古老もだんだん居なくなり、いまや記録の中でしか「外輪

蒸気船」を見ることができなくなりました。 

以下、第一銚港丸の建造時の開始ＢＳから明治 12 年 8 月 12 日～9 月 1 日の「財務諸表」

を作成してみました。この間の収支会計のデータをＢＳ，ＣＦに拡大しました。 

 

 

 

 

 

第一銚港丸建造明細である。作成時期は明治 12 年 9 月。第一銚港丸の 8 月就航後の四者

間清算時のものです。 

第一銚港丸の建造費は、造船費が 4,449 円、諸経費が 334 円、計 4,784 円。 

建造費の当初予算額を 4,500 円としており、284 円超過していた。 

注目すべきは、建造費原価に「利子」192 円を含めていた。 

蒸気船第一銚港丸建造等に係る、開始財務諸表（明治１2年８月12日～９月１日））
1879/9（明治12年9月）現在 （単位：円） 1879/8/12～1877/9/1 （単位：円）

貸借対照表（ＢＳ）

資産の部 負債の部 Ⅰ　経常収益（売上高） 第一銚港丸の代金清算時における期待配当

流動資産 45.1923 流動負債 0.0000 　　運賃収入 303.7480 単位；円
　現金 45.1923 　未払金 0.0000 　　輸送収入 元金 4,784.0865

　その他借入金 0.0000 　　その他（菓子弁当代）収益 4.1250 期待利回り（年） 　　　　　　'20％
　預金  期間（年） ６年

固定負債 284.0865 　　　　　　　　　　　経常収益計 307.8730 期間中利子相当額 5,740.9038
　その他 　建造費不足分 284.0865 Ⅱ　経常費用 元利計 10,524.9903
　 　減価償却 0.0000 　　 （造船費） 一株年当期待配当額 58.5000

　　 （諸経費） 一株月当期待配当額 4.9000
負債合計 284.0865 　 　乗組員給料 80.2500

正味財産の部 　 　乗組員食料費 35.2750

　　 薪代 88.8857 単位；円
固定資産 4,784.0865 指定正味財産（助成、補助） 　　 油代 20.2710 出資者 持ち株数 期待配当額

一般正味財産 （資本） 　　 茶炭弁当仕入代 6.5700 年 月
　蒸気船建造費 4,784.0865 　前期繰越正味財産 4,500.0000 　　 諸手数料 30.3340 宮嶋宗十郎 10 594.7 48.7

　当期正味財産増減額 45.1923  　　乗客世話料 1.0950 篠田儀右衛門 3 175.4 14.6
（利益剰余金） 　　 その他等 篠田儀左衛門 3 175.4 14.6

吉岡七郎 14 818.6 68.2
繰延資産（創立費） 0.0000 　　（Ａ） 計 30 1754.2 146.2

正味財産合計 4,545.1923

資産合計 4,829.2788 負債及び正味財産合計 4,829.2788 　　　　　　　　　　　経常費用計 262.6807

当期正味財産増減額 （利益） 45.1923 第一銚港丸の建造費明細
　　　　（Ｂ） 前期繰越正味財産額 単位；円

次期繰越正味財産額 45.1923 内容 金額
合 合計同じ、バランス 1 造船費 4,200.0000

2 附属品代 249.1665
合 移す 造船費計 4,449.1665
計 3 船卸祝儀 5.5000

（Ｃ）が ＣＦ（直接法） （単位：千円） 　　（Ｄ） ＣＦ（間接法） （単位：千円） 4 仮免状費用 2.5000

同 営業キャッシュフロー 営業キャッシュフロー 5 酒差入代 2.0000
じ 　当期正味財産 45.1923 6 利子 192.4970

　　営業収入（＋） 307.8730 　　減価償却費（＋） 7 出張・賄い代 71.6300
　　営業支出（ー） -262.6807 　　支払利息（＋） 8 開業前賃金 20.1660
　　その他残（ー） -45.1923 　　売掛債権の増減（－） 0.0000 9 船卸諸雑費 51.1820

　　買掛債務の増減（＋） 0.0000 10 その他雑費 11.8950
11 受領祝儀額 -22.4500 

　　　　　小計 0.0000 　　　　　小計 0.0000 諸経費計 334.9200
　　利息支払額 　　利息支払額（－） 建造費計 4,784.0865
　　税等の支払い 　　税等の支払い 建造費当初見積額 4,500.0000

　活動ＣＦ計 0.0000 　（　＝　） 　活動ＣＦ計 0.0000 確定建造費 4,784.0860

投資キャッシュフロー 投資キャッシュフロー 不足費（徴収額） 284.0865

　　証券取得((-) 　　証券取得((-)
    証券売却(+)（現在価値）     証券売却(+)（現在価値）
　　固定資産取得((-)・売却(+)-4,784.0865 　　固定資産取得((-)・売却(+) -4,784.0865 

　投資ＣＦ計 -4,784.0865 　投資ＣＦ計 -4,784.0865 

財務キャッシュフロー 　　　　同 財務キャッシュフロー

　　借入れ収(+)・返済(-) 284.0865 　 　　　じ 　　借入れ収(+)・返済(-) 284.0865
　　債券・増資(+),償還(-) 4,500.0000 　　債券・増資(+),償還(-) 4,500.0000

　財務ＣＦ計 4,784.0865 　財務ＣＦ計 4,784.0865

現金・現金同等物の増減額 45.1923 現金・現金同等物の増減額 45.1923

現金・現金同等物の期首残高 0.0000 現金・現金同等物の期首残高 0.0000

現金・現金同等物の期末残高45.1923 現金・現金同等物の期末残高 45.1923

損益計算書（ＰＬ）



不足額の徴収にあたり、建造資金の事前徴収月の前後により、支払月利 1.6％（年間 20％）

による不足額を調整している。   

利子の問題は、共同出資者間において頻出し、出資に際して重要事項であった。 

資金調達も判明した。4,500 円を 30 株一株 150 円としていた。 

宮嶋 10 株、（1,500 円）、篠田両家 6 株(900 円）残余の 14 株（2,100 円）を吉岡七郎が

出資していた。吉岡七郎が全体の 47％を出資していた。 

 

 

初期銚港丸三船の経営実態について 

 

 

 

銚港丸草創期、明治 12 年 8 月～明治 16 年 4 月迄、3 年 8 カ月間に三艘全体で 8,772 円、

月平均 95 円、一往復約 3 円の利益をあげていた。 

明治 14 年後期からの不調があるものの同 12 年及び 13 年に上げた利益が多く、順調であ

った。 

しかし、表を見れば利益の 89％は、第一銚港丸であり、第二銚港丸は欠損となり、加え

て明治 14 年までの好調さとは裏腹に、明治 15 年は全体で 1,316 円もの赤字を出し、一転

して経営困難に直面していた。 

初期銚港丸三船の明治 12 年 8 月～明治 16 年 4 月の平均利回りは、 

第一銚港丸 43.5％、第二銚港丸 99.0％、第三銚港丸▲12.6％、三船平均 10.9％であった。 

結果的に三船全体では、期待利回りの確保はできなかった。 

初期銚港丸三船は、明治 15 年 7 月時点で、約 13,850 円もの元金が残っていた。当時の

状況から早期に回収できる状況ではなかった。 

明治 17 年 6 月、吉岡七郎は、当時同盟関係にあった銚子汽船の株主に向け、1,700 円の

借入れの緊急申し出をしており、一層苦しい経営を強いられていた。 

四者の共同出資がいつまで継続したかは不明である。 

 

第一銚港丸は、就航当初こそ、期待配当額を下回ったものの、その後、経営はすこぶる

順調に推移し、明治 14 年 4 月、開業後 18 カ月で 20％の利回りを確保しつつ、出資金＝投

下資本の回収を達成したのであった。 

当初の元金を基本とすれば、開業後、明治 12 年 8 月～1 年間の配当額は 607 円、利回り

63.5％、2 年目、同 13 年からのそれは 807 円、84.4％と極めて高い配当額を獲得していた。 

初期銚港丸三船経営実態表（明治１２年８月～明治１６年４月）
単位；円

　　項目 第一銚港丸 第二銚港丸 第三銚港丸 三船全体
全体利益 月平均 一往復 全体利益 月平均 一往復 全体利益 月平均 一往復 全体利益 月平均 一往復

明治１２年 658.4 142.1 4.7 658.4 142.1 4.7
明治１３年 3,302.6 275.2 9.2 728.6 210.2 7.0 4,031.2 260.6 8.7
明治１４年 3,430.7 285.9 9.5 2,373.0 197.7 6.6 -466.1 -62.3 -2.4 5,337.6 181.6 6.1
明治１５年 71.8 7.2 0.2 76.9 7.7 0.3 -1,465.3 -146.5 -4.9 -1,316.6 -43.9 -1.5 
明治１６年 358.3 89.6 3.0 -255.3 -63.8 -2.1 -40.7 -10.2 -0.3 62.2 5.2 0.2
合計・平均 7,821.7 202.5 6.1 2,923.2 110.4 3.2 -1,972.1 -137.0 -4.6 8,772.8 95.9 3.2



しかし、3 年目は、56 円の赤字に転落した。 

明治 15 年 2 月に実施した修繕及び 1 月～3 月 12 日までの休航が影響した。 

第一銚港丸も含め初期銚港丸三船は、銚子汽船の決算書記載の状況下におかれていた。 

 

下表は、期待利回り 20％、回収期間 6 年を意図した期待配当表である。 

原価に 6 年間の期待利回り額 5,740 円を加え、元利合計 10,524 円、年間 1,754 円の利益

を期待していたのである。 

これによれば、原価は、2 年 7 ｹ月で回収できる見込みであった。実際は明治 14 年 4 月、

1 年 9 ｹ月で回収していた。 

 

 

銚港丸全体の経営実態状況（明治12年8月～同16年4月）
（単位;円）

第一銚港丸 第二銚港丸 第三銚港丸 合計
項目 全体 1往復 元金残 全体 1往復 元金残 全体 1往復 元金残 全体 1往復 元金残

想定利益 の利益 想定利益 の利益 想定利益 の利益 想定利益 の利益
明治12年08月 44.8 2.5 4,784.1 44.8 3.2 4,784.1
明治12年09月 -16.1 -0.5 4,784.1 -16.1 -0.5 4,784.1
明治12年10月 97.5 3.3 4,784.1 97.5 3.2 4,784.1
明治12年11月 227.1 7.6 4,749.8 227.1 7.6 4,749.8
明治12年12月 305.2 10.2 4,523.8 305.2 10.2 4,523.8
12年計 658.4 658.4 0.0
月平均 142.1 4.7 142.1 4.7 0.0
明治13年01月 257.4 8.6 4,341.8 257.4 8.6 4,341.8
明治13年02月 334.4 11.2 4,079.8 334.4 11.1 4,079.8
明治13年03月 354.3 11.8 3,793.5 354.3 11.8 3,793.5
明治13年04月 423.4 14.1 3,433.3 423.4 14.1 3,433.3
明治13年05月 381.6 12.7 3,109.0 381.6 12.7 3,109.0
明治13年06月 252.1 8.4 2,908.7 252.1 8.4 2,908.7
明治13年07月 375.5 12.5 2,581.7 375.5 12.5 2,581.7
明治13年08月 368.1 12.3 2,256.6 368.1 12.3 2,256.6
明治13年09月 273.3 9.3 2,015.9 -48.0 -3.4 7,442.0 225.3 5.2 9,457.9
明治13年10月 -250.2 -8.3 2,015.9 341.3 11.4 7,224.7 91.1 1.5 9,240.6
明治13年11月 249.2 8.3 1,800.4 212.4 7.1 7,132.7 461.6 7.7 8,933.1
明治13年12月 278.6 9.3 1,551.8 222.9 7.4 7,028.7 501.5 8.4 8,580.5
明治13年計 3,302.6 728.6 4,031.2 0.0
月平均 275.2 9.2 210.2 7.0 485.4 8.7 0.0
明治14年01月 230.0 7.7 1,347.6 255.8 8.5 689.0 485.8 8.1 2,036.6
明治14年02月 243.8 8.1 1,126.2 311.0 10.4 6,693.8 554.8 9.2 7,820.0
明治14年03月 796.3 26.5 348.7 -37.7 -1.3 6,693.8 758.6 12.6 7,042.5
明治14年04月 655.9 21.9 -301.4 -110.7 -3.7 6,693.8 545.2 9.1 6,392.4
明治14年05月 302.4 10.1 720.4 24.0 6,085.0 1,022.8 17.0 6,085.0
明治14年06月 299.4 10.0 313.1 10.4 5,873.3 612.5 10.2 5,873.3
明治14年07月 585.4 19.5 427.1 14.2 5,544.1 11.2 0.9 7,089.6 1,023.7 14.2 12,633.7
明治14年08月 -126.2 -4.2 97.1 3.2 5,539.3 180.1 6.0 7,027.6 151.0 1.7 12,566.9
明治14年09月 29.7 1.0 42.4 1.4 5,539.3 -220.2 -7.3 7,364.9 -148.1 -1.6 12,904.2
明治14年10月 123.6 4.1 192.4 6.4 5,439.3 -57.6 -1.9 7,545.3 258.4 2.9 12,984.6
明治14年11月 165.6 5.5 182.6 6.1 5,347.3 -353.5 -11.8 8,024.6 -5.3 -0.1 13,371.9
明治14年12月 124.6 4.2 -20.5 -0.7 5,347.3 -26.1 -0.9 8,184.4 78.0 0.9 13,531.7
14年計 3,430.7 2,373.0 6.6 -446.1 -15.5 5,357.6 0.0
月平均 285.9 9.5 197.7 6.6 -82.7 -2.4 400.9 6.1 0.0
明治15年01月 0.0 0.0 -34.5 -1.1 5,347.3 -66.5 -2.2 8,387.3 -101.0 -1.1 13,734.6
明治15年02月 -997.0 -33.2 -120.9 -4.0 5,347.3 -11.1 -0.4 8,538.2 -1,129.0 -12.5 13,885.5
明治15年03月 147.0 4.9 174.2 5.8 5,262.2 31.3 1.0 8,649.2 352.5 3.9 13,911.4
明治15年04月 165.0 5.5 55.1 1.8 5,317.3 -394.8 -13.2 8,649.2 -174.7 -1.9 13,966.5
明治15年05月 135.9 4.5 23.2 0.8 5,340.4 -115.8 -3.9 8,649.2 43.3 0.5 13,989.6
明治15年06月 35.8 1.2 -26.6 -0.9 5,313.9 -292.4 -9.7 8,649.2 -283.2 -3.1 13,963.1
明治15年07月 208.8 7.0 -111.8 -3.7 5,202.1 -252.0 -8.4 8,649.2 -155.0 -1.7 13,851.3
明治15年08月 0.0 0.0
明治15年09月 0.0 0.0
明治15年10月 67.7 2.3 69.2 2.3 -192.7 -6.4 -55.8 -0.6 0.0
明治15年11月 71.8 2.4 -6.1 -0.2 69.3 -2.3 135.0 0.0 0.0
明治15年12月 236.9 7.9 55.2 1.8 101.9 -3.4 394.0 2.1 0.0
15年計 71.8 76.9 -1,455.3 -1,306.6 0.0
月平均 7.2 0.2 7.7 0.3 -146.5 -4.9 -131.6 -1.5 0.0
明治16年01月 244.1 8.1 -2.3 -0.1 -70.2 -2.3 171.6 1.9 0.0
明治16年02月 -9.5 -0.3 -513.7 -17.1 -17.2 -0.6 -540.4 -6.0 0.0
明治16年03月 30.6 1.0 119.4 4.0 -61.1 -2.0 88.9 1.0 0.0
明治16年04月 93.0 3.1 141.3 4.7 107.8 3.6 342.1 3.8 0.0
16年計 358.3 -255.3 -2.1 -41.0 -0.3 62.0 0.0
月平均 89.6 3.0 -63.8 -2.1 -10.2 -0.3 15.6 0.2 0.0
全体系 7,921.7 2,923.2 -1,972.1 8,872.8 0.0
月平均 202.5 6.1 110.4 3.2 -137.0 -4.6 175.9 3.2 0.0



 

「銚港丸事業」を主催した吉岡七郎は、内国通運の社員であり、銚子汽船の共同経営者

で、事業に対する先見性やリスクを十分に認識していたであろうが、あくまで個人事業者

として対応したもので、会社経営の手法としてのいわゆる「財務諸表」に基づいての経営

認識、経営活動（マネジメント）ではなかったと思われる。 

残された会計帳簿は、出資者に対する利益の配当や出資元金の償還情報で、事業全体を

俯瞰するには、すなわち、「決算書」として読むには大変困難を要するものであった。はっ

きり言って利益予想データから現状を判断するのは難しい。きちんとした収支帳簿のデー

タ等があった方が、客観的な経営実態が明らかになると思慮する。 

 

   

 

 

以上の考察は、木下まち育て塾の村越博茂さんの研究報告「明治十年代、初期銚港丸三

船の建造及びその経営実態について」（印西の歴史 7 号（25 年 3 月）印西市）を参考にさせ

ていただいた。原典史料は、山本鉱太郎さんから託された史料を村越さんが、解題、解析、

帳簿等の再構成、解析、推測など、真摯な研究の成果によるものです。 

 

銚子汽船会社 

1881 年（明治 14 年）12 月 銚子汽船会社が設立された。資本金 11,250 円。初代社長 岡

本吉兵衛、明治 15 年 1 月には銚子・布佐間に第一銚子丸が隔日運航し、8 月には、第二銚

子丸が就航し、毎日の運行となった。 

当時の航路状況は、木下以東の下利根川に銚港丸・信義丸・銚浦丸など 

霞ヶ浦と北浦には、通運丸・豊通丸・高浜丸・開運丸・大吉丸等が航行しそれぞれの船

主が異なり、競争していた。 



 銚子汽船会社では銚子・木下間の隔日の航行では不便であったので、1883 年（明治 16

年）8 月、第二銚子丸を就航させ、以後二艘の汽船で毎日の航行となった。このとき、印旛

郡竹袋村の船問屋で二艘の銚港丸の船主であった吉岡七郎は、競争を回避して、営業の管

理を銚子汽船会社に委託する連合同盟を結成した。 

 

 

明治 15 年、連合同盟締結（銚子汽船 銚子丸、木下の吉岡七郎 銚港丸、高浜の笹目八郎

兵衛 高浜丸、小川の井崎雄三郎 豊通丸、中峠の千濱宗右衛門 開運丸、銚子の玉澤善

吉 銚浦丸、そして第 11 通運丸船主の代理天野清三郎）銚子丸、銚港丸は連合汽船と呼ば

れた。 

 

1884 年（明治 17 年）8 月、連合汽船と内国通運会社は協定を結び。江戸川筋は内国通運、

利根川筋は連合汽船の連絡郵送を開始した。 

その内容は、航路を東葛飾郡三ツ堀（野田市）に延長して下利根川は同盟汽船が、野田

以南の江戸川は通運丸が航行し、銚子・東京間の連絡輸送の便を開こうとした。三ツ堀と

野田の間は、陸上輸送であった。 

江戸川筋 通運丸 

野田・三ツ堀 陸上輸送 

利根川筋 銚子丸 銚港丸 

 

 しかしこの 8 月、東京の航運会社の汽船いろは丸が下利根川にあらわれ、同盟汽船と競

争を始めた。両者は進路の前後を争い、三ツ堀・野田間の陸上では人力車の料金を無料と

するなど、競争は激烈となった。 

翌 1885 年 11 月いろは丸は競争に敗れ撤退。同年 12 月銚港丸船主吉岡七郎との同盟汽船

の期限が切れ、銚子汽船と吉岡との業務の提携は解約された。 

1888 年（明治 21 年）2 月、銚子汽船会社は、銚子丸を北浦に就航させ、通運丸・銚港丸と

ともに輪番で就航させた。 

1890 年（明治 23 年）12 月の霞ヶ浦への就航にあたっては、内国通運会社や吉岡七郎と提

携し、共有汽船としての誠長丸を走らせ、銚子汽船会社が管理した。やがて共有汽船が解

散すると、各自の汽船を輪番で就航させた。 

 

明治 20 年代 

1890 年（明治 23 年）に利根運河が完成、運河内は艀船を使って乗客や荷物の輸送をして

いた。 

1893 年（明治 26 年）4 月、銚子汽船は利根運河内に汽船を入れ、江戸川を走る通運丸へ直

接貨客のつぎ替えをはじめた。やがて、鉄道との競合が始まる中で、銚子・東京間にそれ



ぞれ一回ずつ定期船を直行させ、銚子汽船会社は、第三銚子丸を新造。 

1895 年（明治 28 年）1 月、利根運河を通って銚子・東京間の直行を始めた。 

1897 年（明治 30 年）3 月、第四銚子丸新造。 

同年 6 月、総武鉄道は、銚子に延長。 

銚子・東京間の運賃を 80 銭から 55 銭に値下げ。 

 

 

 

 

明治 23 年 深井新田（流山市）と船戸(柏市)間に 8 キロの利根運河開通。 

     総工費 57 万円 人夫 220 万人 竣工 23 年 2 月 25 日 

     24 年、37,590 隻（蒸気船 4 隻） 

     蒸気船の本格航行は 26 年 4 月 1 日、この年 551 隻 

     東京・銚子間直行便が就航した。28 年には 1,383 隻に増加 

銚子・東京間の運賃 

1888 年（明治 21 年）63 銭、上等は三割増し、4 歳までの幼児は、無料、12 歳までは半額。 

銚子を正午発と、東京を午後八時発があり、所要時間は、各地に寄港して客の乗降や荷物

の積み下ろしをするため 23 時間程度かかった。利根運河が開通した後も、つぎ替えがある

ときは時間がかかった。つぎ替えが亡くなって直行するようになると、銚子東京間は 17 時

間程度に圧縮された。 



 

（乗船数） 

銚子汽船は、           

 明治 22 年    23,739 人        

 明治 26 年    39,514 人 

 明治 29 年    58,538 人 

内国通運は 

 明治 28 年  321,684 人                 

 

 

明治 30 年代 

鉄道の開通 

 明治 29 年 土浦～田端 

 明治 30 年 銚子～本所 

 明治 34 年 成田～木下 

（乗降数） 

 木下駅   72178 人（一日当たり 198 人） 

 

航路工事 

 航路維持の低水工事から洪水防御の高水工事へ 

 

主要蒸気船 

 通運丸 銚港丸 銚子丸 芳多丸 朝日丸 

（蒸気船の乗船者数） 

 木下  3,702 人 

 六軒   346 人 

（一日当たり 11 人） 

 

明治 35 年 銚港丸、利根丸――＞内国通運会社に売却された 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

PS: 

 それから、「通心」の伊勢行きですが、一応、参加の予定ですが、体調と相談してという

ことにしています。どうせ出かけるなら、ついでに和歌山の「和歌の浦、紀三井寺」へ行

きたいと思っています。もちろん漱石の「行人」の世界の検証散策であります。 

 

漱石と和歌山講演 

明治時代の文豪、夏目漱石(1867 ～ 1916)は、1911(明治 44)年 8 月、和歌浦に 2 日間滞

在し和歌山市で講演を行ないました。漱石は,『坊っちゃん』『吾輩は猫である』『こころ』

などの作品で有名な小説家ですが、社会の在り方や人間の生き方を真摯に探究した思想家

としても知られています。この漱石の思想が最もよく語られていると評されるのが、和歌

山市で行なわれた「現代日本の開化」という講演です。 

  夏目漱石は東京大学で英文学を専攻しました。卒業後は、東京・松山・熊本で英語の教

師をし、1900 年から 2 年間、英国留学をした後、東京大学の講師となります。その後、教

職を辞め、東京朝日新聞社に入社し、小説家として多くの作品を新聞に発表しました。 

1911 年、当時の大阪朝日新聞社が、記者を動員して関西各地で講演会を催しました。漱

石も請われて参加し、明石・和歌山・堺の三か所で講演をしました。漱石は、明石で講演

した後、8 月 14 日の昼過ぎ、当時の和歌浦にあった望海楼という旅館を訪れます。夕方、

旅館の裏手にあったエレベーターに乗り、玉津島神社背後の奠供山から和歌浦を一望し、

その後、紀三井寺に向かい、高い石段に息を切らしながら夕暮れの和歌浦湾を眺めました。

翌日は完成したばかりの新和歌浦遊園地を見学し、東照宮に立ち寄った後、片男波の砂浜

で波と遊び、昼過ぎには和歌山市の現在の和歌山中央郵便局付近にあった当時の県議会議

事堂(根来寺一乗閣として現存している)で講演を行いました。漱石の和歌浦体験は、理性的

に生きようとする人間の苦しみをテーマにした『行人』という小説で、詳細に描かれてい

ます。 

 



和歌の浦屏風絵 

 

 

漱石の近代化論 

当時は日露戦争に勝利した後で,多くの人々はこれで西洋と同じ「一等国」になったと思

い、後はもっと文明開化(西洋化,近代化)が進み、強い豊かな国になるだろうと考えていまし

た。漱石が講演した前日、同じ会場で著名な教育者による講演会があり、そのような内容

が話されていました。しかし漱石は, こうした一般的な考え方に批判的な話をしたのです。

日本は明治維新以来、西洋風に文明化し,“開化”することに努めてきたが、それは外部か

ら無理やり強いられたもので、自ら発展の順序をたどった文明化で “外発的”開化であり、

やむをえず西洋の“真似”をしたもので、“皮相上滑り”の開化である。 

したがってこれからは、多くの問題を抱かかえて苦しむことになる、実に困ったことだ....

と話したのです。  

会場には約 1,200 人もの聴衆が詰めかけていましたが、漱石の真意を聴衆が十分理解し

たとは言えない講演でした。しかし、その後の日本の社会は、漱石が語った通り、近代化

に伴う多くの矛盾に直面することになりました。このことから今では、百年前の和歌山講

演は、的を射たすぐれた文明批評であると高く評価されています。 

講演終了後は近くの「風月庵」で慰労会が催されますが、台風接近による暴風雨が激し

くなり、和歌山市内の旅館(本町 3 丁目付近にあった富士屋旅館)に泊り、不安な一夜を明か

します。この体験も『行人』に興味深く記しるされています。 

ところで漱石は関西での講演を依頼されたとき、ぜひ和歌山を講演先に入れてほしいと

返事しました。なぜ和歌山を希望したのか、理由は不明ですが講演会は漱石の希望に沿う



ように計画され、当初和歌山は、最終の講演地に予定されていました。漱石自身もこの和

歌山で、自らの思索の結論を思い切って語ろうとしたのでしょう。 

和歌山は、漱石にとってたいへん重要な場所となったのです。 

 

 


